
表
現
は
、
運
転
停
止
中
も
し
く

は
廃
炉
工
事
中
の
問
題
を
想
定

し
な
い
こ
と
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、「
発
電
所
等
に
お

け
る
核
燃
料
、
核
廃
棄
物
及
び

核
汚
染
物
質
の
所
有
・
使
用
・

管
理
に
つ
い
て
は
」
と
い
う
表

現
に
変
更
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
第
９
条
に
つ
い
て

は
、
国
の
関
与
を
明
言
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は

ご
指
摘
を
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
、
中
部
電
力
と
の
す
り

合
わ
せ
を
実
施
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
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平
成
２４
・
２５
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

環
境
対
策
に
つ
い
て

曽 根 正 浩

平
成
２４
年
度
の
重
点

施
策
を
、
平
成
２５
年
度

に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

の
か

「
災
害
に
備
え
た
防

災
力
の
強
化
」
で
は
、

Ｊ
Ａ
寄
贈
の
高
規
格
救
急
車

と
、消
防
車
両
３
台
を
購
入
し
、

近
年
の
救
急
件
数
の
増
加
に
も

対
応
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。「
活
力
あ
る
第
一
次
産
業

の
振
興
」
で
は
、
農
業
、
漁
業

者
な
ど
の
新
た
な
設
備
投
資
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
補
助

金
、
利
子
補
給
事
業
な
ど
の
支

援
は
必
要
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
農
業
振
興
拠
点
施
設
の
整

備
は
、
２１
年
に
策
定
さ
れ
た
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、

着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。「
観
光
交
流
事
業
の
推
進
」

で
は
、
灯
台
下
駐
車
場
周
辺
整

備
事
業
の
実
施
計
画
を
３
月
に

完
了
し
、
２５
年
度
か
ら
工
事
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
政
策
の
推

進
」
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
比
木
、
朝
比
奈
、

新
野
地
区
で
実
施
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
試
験
運
行
の
結

果
、
こ
の
地
に
は
適
さ
な
い
と

結
論
付
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
交
通
弱
者
」
の
増
加
を
考
え
、

対
策
の
検
討
も
必
要
か
と
考
え

ま
す
。

微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
高
基
準
マ
ス

ク
な
ど
市
と
し
て
の
対
応
は

測
定
局
の
測
定
デ
ー

タ
を
１
時
間
ご
と
に
収

集
し
、「
静
岡
県
大
気
汚
染
常

時
監
視
シ
ス
テ
ム
」
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
お
り
ま

す
。
高
基
準
の
防
塵
マ
ス
ク
は

用
意
し
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
ま

た
は
家
庭
で
用
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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教
育
と
福
祉
に
つ
い
て

岡 村　勝

丸
尾
記
念
館
茶
室
及

び
付
帯
設
備
設
置
要
望

書
に
つ
い
て
、
今
後
の
計
画
は

平
成
２５
年
度
予
算
で

調
査
業
務
費
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
敷
地

の
形
状
把
握
や
地
盤
調
査
な
ど

の
調
査
業
務
と
基
本
設
計
業
務

と
し
て
、
茶
室
の
コ
ン
セ
プ
ト

や
規
模
、
意
匠
な
ど
関
係
者
の

意
見
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

校
内
暴
力
、
い
じ
め

と
体
罰
に
つ
い
て
調
査

と
結
果
は

平
成
２４
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
１０
件
の
い
じ
め

事
案
を
認
知
し
て
お
り
ま
す
。

故
意
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
た
た

い
た
り
す
る
暴
力
を
伴
う
事
案

が
５
件
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
事
案
も
加
害
者
か
ら
事
情
を

聞
き
、
被
害
を
受
け
た
子
ど
も

の
心
に
寄
り
添
っ
た
学
校
の
丁

寧
な
対
応
に
よ
り
、
一
定
の
解

消
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
体
罰
に
つ
い
て
は
、
教
員

へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
、
２
件
の
事
案
を
確
認
し
ま
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光
戦
略
の
検
証
及
び

浜
岡
原
発
安
全
協
定
に
つ
い
て

齋 藤　洋

し
な
い
も
の
、完
了
し
た
も
の
、

継
続
し
て
い
く
も
の
な
ど
を
分

別
・
評
価
し
た
う
え
で
検
討
結

果
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
浜
岡
原
子
力
発
電

所
の
安
全
確
保
等
に
関

す
る
協
定
書
」
の
第
１
条
、
第

６
条
、
第
９
条
に
あ
る
「
発
電

所
の
原
子
炉
施
設
の
設
置
、
運

転
等
を
行
う
と
き
は
」
と
い
う

「
御
前
崎
市
観
光
戦

略
策
定
基
礎
調
査
報
告

書
（
平
成
１７
年
３
月
作
成
）」

に
基
づ
く
観
光
行
政
の
進
捗
状

況
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

現
在
、
進
捗
状
況
報

告
書
の
作
成
は
予
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
平

成
２８
年
度
以
降
の
市
総
合
計
画

を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

先
の
調
査
報
告
書
で
提
案
さ
れ

た
も
の
に
対
し
、
現
状
に
合
致
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平
成
２５
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

（
活
力
あ
る
第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
）

杉 浦 謙 二

農
業
振
興
拠
点
施
設

（
道
の
駅
）
に
つ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
道
１

５
０
号
の
交
通
量
が
減
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
第
二
東
名
開
通

に
よ
り
、
近
隣
の
類
似
施
設
が

経
営
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
事
業

の
健
全
な
運
営
、
経
営
が
で
き

る
の
か

現
在
の
収
支
計
画
は
、

概
算
の
想
定
額
で
す
。

今
後
、
指
定
管
理
者
か
ら
の
提

案
な
ど
を
含
め
て
、
農
協
や
指

定
管
理
者
と
一
緒
に
精
査
す
る

中
で
具
体
的
に
な
り
ま
す
。

先
端
農
業
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
、
農
業
の
厳
し
い
現
状
の
中

で
、
施
設
園
芸
で
は
収
量
の
増

加
と
省
力
化
が
課
題
と
な
っ
て
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い
ま
す
。
県
農
業
技
術
研
究
所

や
農
業
資
材
メ
ー
カ
ー
と
一
緒

に
、
病
害
虫
の
対
策
や
効
率
の

良
い
施
肥
、
温
度
管
理
な
ど
の

展
示
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
施
設
で
は
、
県
の

試
験
場
跡
地
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
、
農
林
技
術
研
究
所

で
開
発
中
の
新
品
種
の
イ
チ
ゴ

栽
培
試
験
に
協
力
す
る
こ
と
で
、

他
市
に
先
駆
け
て
新
品
種
の
導

入
を
し
や
す
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
イ
チ
ゴ
農
家
、
メ

ロ
ン
農
家
、
花
卉

か

き

農
家
な
ど
市

内
施
設
園
芸
農
家
の
活
性
化
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

阿 南 澄 男

農
業
従
事
者
の
将
来

予
測
は

現
在
の
状
況
は
、
毎

年
数
名
の
新
規
就
農
者

が
い
る
も
の
の
、
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
全
体
的
に
農
家
数
の
減

少
が
進
行
し
、
大
変
危
惧
し
て

い
ま
す
。

最
近
の
農
業
経
営
で
は
パ
ー

ト
を
雇
用
す
る
形
態
も
増
え
て

き
て
お
り
、
今
後
は
農
家
数
が

減
少
す
る
も
の
の
、
一
つ
の
経

営
体
が
パ
ー
ト
を
雇
用
し
て
広

い
面
積
を
耕
作
す
る
大
規
模
農

家
が
増
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

農
業
振
興
拠
点
施
設

に
お
け
る
高
松
地
区
活

性
化
計
画
の
整
合
性
と
適
法
性

は

建
設
予
定
地
の
高
松

地
区
活
性
化
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
高
松
地

区
は
、
農
業
振
興
地
域

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
高
松
地
区
に
農

業
振
興
拠
点
施
設
を
整

備
し
て
、
地
区
農
業
の

発
展
と
活
性
化
を
考
え

て
お
り
、
農
作
物
の
販

売
は
交
付
金
の
制
度
に

よ
り
、
高
松
地
区
が
優

先
さ
れ
ま
す
。今
後
は
、

必
要
に
応
じ
て
他
地
区

の
策
定
も
予
想
さ
れ
ま

す
。

拠
点
施
設
と

荒
廃
農
地
対
策

の
関
係
は
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今
年
度
登
録
を
目
指

し
て
い
る
道
の
駅
に
隣

接
し
た
農
産
物
直
売
所
で
多
く

の
農
産
物
を
販
売
し
て
、
更
に

多
く
の
栽
培
を
促
し
、
荒
廃
農

地
の
解
消
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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し
た
。
い
ず
れ
も
軽
微
な
も
の

で
あ
り
、
学
校
が
す
で
に
保
護

者
の
理
解
を
得
て
お
り
ま
す
。

公
共
交
通
と
交
通
弱

者
に
対
す
る
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
の
考
え
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

試
験
運
行
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
実
運
行
を
望
む
意
見

や
交
通
弱
者
の
増
加
を
考
え
る

と
、
今
後
と
も
関
係
者
が
連
携

を
図
り
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

��
��

��
��

丸尾記念館

コミュニティバス（平成24年度試験運行）

農業振興拠点施設完成予定図


